令和７年度（第６７回）
      香川県高等学校新人弓道競技大会

                      実　　施　　要　　項

　　　　　主　　催　　　香川県教育委員会　香川県高等学校体育連盟
　　　　　主　　管　　　香川県高体連弓道専門部　　香川県弓道連盟

１. 期　　日　　令和８年１月１０日（土）

２．会　　場　　香川県立琴平高等学校　弓道場

３．日　　程　　監督会議　　８：４０～　９：２０
          　　  開 会 式　　９：３０～１０：００
           　　 競　　技  １０：００～１６：３０
            　　閉 会 式  １６：３０～１７：００

４．競技種目　　近的による男女別団体競技および個人競技

５．競技規則　　(公財)全国高等学校体育連盟弓道競技規則による。

６．競技方法
     <団体> 予選 各自８射計４０射の的中数により上位４チームを選ぶ。
            決勝 各自４射計２０射によるトーナメントを行う。
                 同中の場合は各自１射計５射の競射を行う。
     <個人> ４つ矢２立・計８射の的中数により、順位を決定する。団体競技出場者は、団体競技予選の的中数を個人競技の的中数とする。同中の場合は射詰競射を行い、優勝者を決定する。それ以外は、遠近法により順位を決定する。

７．参加資格　　(1) 香川県高等学校体育連盟加盟校の生徒であること。
                (2) 全日制課程は、１・２年生、定通制課程は１・２・３年生で、平成１９年４月２日以降に生まれた者とする。ただし、同一学年での出場は１回限りとする。
                (3) チームの編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。全日制・定時制・通信制は１校とみなし、同一校からの出場は１校とする。
                (4) 統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。（統合完了前の２年間に限る）
(5) 転校後６ケ月未満の者の参加は認めない。（外国人留学生もこれに準ずる。）ただし、一家転住等やむを得ない場合は、香川県高等学校体育連盟会長の許可があればこの限りでない。
                (6) 出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承認を必要とする
                (7) 学校教育法第１条に定める高等学校以外の学校については、県高体連で参加が認められた者で、２学年までの年齢１８歳未満の者に限る。
                (8) その他の資格は、全国高等学校総合体育大会開催基準要項に準ずる。

	種目
番号
	１６


８．参加申込　　(1) 申込方法
                    所定の用紙により１部作成し、確実な方法で申し込むこと。また、校長印を捺している申込書とは別に、メ－ルで下記まで申し込むこと。（書式デ－タは、香川県高等学校体育連盟ホームページ上で、ダウンロードしてください。）
                (2) 申込先
                    〒767-0011  香川県三豊市高瀬町下勝間2093番地         　　      　　　    　　 高瀬高等学校  藤原健誌 先生 
                    　　　　　　E-mail：sp4160@kagawa-edu.jp
                (3) 申込期日
                    令和７年１２月１９日（金）　必着
                (4) 年度当初登録したチ－ムが出場しない場合は、校長印を押印のうえ、出場しない旨を明記し(2)まで提出すること。
                
９. 参 加 料   ・団体１チ－ム（５人以内）　￥2,000  個人 ￥300
                　例）７名参加の場合は￥2,600（団体１＋個人×２）
                  　  ４名参加の場合は￥1,200（個人×４）
               ・当日欠席等で人数が変更された場合も、申込時の人数分の参加料が必要です。参加料は大会当日、受付で納入してください。

10．表　　彰    (1) 団体１位に優勝杯、高体連会長賞状１＋エントリー数を授与する。
                (2) 団体２・３位に高体連会長賞状１を授与する。
                (3) 個人１～３位に高体連会長賞状１を授与する。

11．連絡事項　　(1) 競技中の疾病・負傷などの応急処置は主催者側で行うが、その後の責任は負わない。なお、参加者は健康保険証・マイナ保険証等、被保険資格の確認が出来るものを持参すること。
                (2) 本大会の男女団体それぞれ上位１０校は、２月１日開催の阿讃高校弓道大会（香川県）に出場できる。
                (3) 選手交代は、監督会議時を含め３回できる。
                (4) 予選は３射場立射（制限時間７分）、決勝トーナメントは２射場坐射（制限時間８分）で行う。
                (5) 出場する選手は、必ずゼッケン（１～７）をつけること。交代によるゼッケンの付け替えはしないでください。
                (6) 装飾具等を身につけないこと。
                (7) 持ち物、貴重品は各自で確実に管理すること。
                (8) 控え室の使用については、マナーを守り、他に迷惑をかけないこと。
　　　　　　　  (9) 第３控にて弓具の点検を行います。
　　　　　　　 (10) 前年度優勝校　男子：高松商業高等学校　
女子：坂出高等学校
               (11) 本大会の男女それぞれ上位２校は、３月開催の西日本大会（熊本県）に出場できる。

12．問 合 先　　不明な点は、丸亀城西高校 小笠原忍まで連絡して下さい。　　　　　　　　　　　TEL. 0877-23-5138 
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